




要約:周産期施設における医療の現状を検討した結果、母体搬送により重症児が専門施設

内で出生する頻度の増加と、入院期間の長期化が明らかになり、退院後に問題のある児や、

社会的なハイリスク児の入院数が増加していた。ハイリスク児の周産期センターへの集中

化から、障害児医療と保健、福祉の包括化のためには、周産期施設と地域保健施設との連

携システムの確立が重要な課題になっていることが明らかになった。


